
評 価 項 目 基 準 値
（平成30年～令和2年）

目 標 値
（令和３年～令和8年）

出典

HAGU相談件数 ８８５件（令和元年度） 増やす ※1

1歳6か月児健康診査受診率 ９６．２％（平成３０年度） １００% ※１

３歳児健康診査受診率 ９４．０%（平成30年度） １００％ ※１

健康寿命 男性：79．９３歳
女性：83．１１歳 伸ばす ※2

脳血管疾患による介護保険認定割合
（２号被保険者） 68.8%（令和元年度） 減らす ※3

栄養成分表示を参考にする人の割合
(青年期～高齢期） 38．4％（令和２年度） 増やす ※4

日常生活で意識的に体を動かすように心
がけている人（いつも・ときどき） 73．8%（令和２年度） 増やす ※4

週３回以上就寝前に夕食をとる人の割合 16．9%（令和元年度） 減らす ※5

特定健診受診率 28．4%（令和元年度） 伸ばす ※5

BMIが２５．０以上の人（４０歳以上） 男性：30.1％
女性：２１．1％ 減らす ※5

糖尿病罹患率(５０歳代） 7．2% （令和元年度） 減らす ※5

がん検診受診率 胃がん検診
肺がん検診
大腸がん検診
子宮頸がん検診
乳がん検診

3．1%
4．7%
5．2%
９．８%
９．５%

伸ばす ※６

自殺死亡率（人口10万人当たり）の平均 １５．3
（平成27年～令和元年の平均）

13.0以下
（令和3年～令和8年の平均） ※７

【歯科保健の推進】
妊婦歯科健診受診者の割合

48．5％（令和元年度） 伸ばす ※1

過去1年間に歯科健診受診（20歳以上） 57．1%（令和2年度） 伸ばす ※4

【タバコ対策の推進】
成人の喫煙率

17．3%（令和２年度） 減らす ※4

健康づくりの評価指標一覧
「第3次萩市保健計画」では、次のような目標をかかげて
健康づくりに取り組んでいます。
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健康はぎ21（第３次）
令和３年度～令和８年度計画

萩市保健計画

萩市
保健部健康増進課

「健康はぎ２１萩市保健計画（第3次）」は、各世代に応じた健康づくりの目標を設定し、
市民一人ひとりの健康づくりを通して平均寿命及び健康寿命の延伸を目指すための
計画です。
「妊娠・出産・子育て環境の充実」・「青年期から高齢期に至るまでの健康の維持増進」・
「全ライフステージを通した重要分野の推進」を基本目標とし、健康課題、対策、取組を
掲げます。

市民が生涯を通じて 住み慣れた地域で
いつまでも 安心して暮らせる 健康づくり

科学的根拠に基づいた
健康づくり

予防に重点をおいた
健康づくり

健康づくりを
とおした地域づくり

健康寿命の
延伸

出典
※１ 萩市健康増進課実績
※２ 山口県健康増進課調査
※３ 令和元年度介護保険第２号者特定疾病別認定状況
※４ 萩市地域福祉・保健に関するアンケート調査
※５ 萩市国民健康保険データベースシステム
※６ 地域保健・健康増進事業報告
※７ 地域における自殺の基礎資料（厚生労働省）

（平成３０年度）

（令和元年度）

（令和元年度）

〒758-8555

TEL   0838-26-0500

萩市大字江向510番地

mail  kenkou@city.hagi.lg.jp       
FAX  0838-25-9700



山口県厚生課平成３０年保健統計年報、
厚生労働省平成３０年人口動態統計より
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萩市国民健康保険データベースシステムより

特定健康診査におけるHbA1c(ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝｴｰﾜﾝｼｰ) 
5.6以上の有所見者割合年次推移
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萩市1歳6か月・3歳児健康診査受診結果より
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萩市妊娠届時アンケートより
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1歳6か月児健康診査時心理アンケート

萩市1歳6か月児健康診査アンケートより
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妊娠・出産・子育て環境の
充実

・子育てに自信をもてない保護者が増加して
いる

・発達支援が必要な子どもが増えてきている
・妊娠前からの子育て支援が必要

１ 子育てしやすい環境の整備

□ 一人で悩まず、保健師や子育て世代包括支援センターHAGU・保健
推進員などに気軽に相談しよう

□ 親子教室に参加したり、「母子アプリ はぎHAGU」の利用など、
自分に合った子育て支援サービスを見つけよう

３ 豊かな母性・父性を育む支援

２ 子どもの健やかな成長を促す地域づくり

青年期から高齢期に至る
までの健康の維持増進

１ 生活習慣病の予防

３ 健康づくり活動の支援

２ がん検診・特定健康診査受診率の向上
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□ 乳幼児の健康診査を受け、子どもの発達を確認しよう
□ 育児相談などに参加し、子どもの発達に合わせた関わりをしよう
□ 困った時には専門職に相談しよう

□ 思春期講座や母子教室を通じて、正しい知識と自分の人生について
考えよう

□ 一人で悩まず専門職に相談しよう
□ 自分の心身の状態に早めに気づき、周りの支援を活用しよう

高血圧予防は、まず減塩！
□ 調味料の量を減らそう
□ 加工食品の食べる頻度や量を減らそう

糖尿病予防は、食べ方がポイント！
□ 食べる糖質を選ぼう
□ 食べる順番は野菜からにしよう
□ 食べる時間と頻度は一定にしよう

□ 日常生活の中でこまめに体を動かそう
□ やまぐち健幸アプリを活用して、1日の歩数をチェックしよう
□「知っとこ・やっとこチャンネル」を見て、健康づくりに取り組もう
□ 運動する仲間をつくろう

□ 定期的に健（検）診を受けて自分の健康状態を知ろう
□ 健（検）診結果を健康づくりに役立てよう
□ 特定保健指導や特定健康診査後の事後指導の教室を受けよう
□ 運動、食事、治療について気になれば健康相談の機会を使ってみよう

こころの健康づくりの推進

□ ひとりで悩まず、相談しよう
□ 誰もがこころの健康づくり見守り隊（養成講座

を受講しよう）

自殺の原因には、さまざまな動機があります。
全ライフステージに向けたこころの健康づくりを
担う相談者を育成するなど、社会全体で自殺リス
クを低減させる取組が必要です。

生きいきと自分らしく生きよう

歯科保健の推進

青年期から高齢期にわたって、歯科健診受診者は
少なく、受診者においては何らかの所見を有する
者が多く見られます。全てのライフステージを通
して口腔ケアに取り組む必要があります。

□ かかりつけ歯科医を持とう
□ 定期的にお口のメンテナンスをしよう

いつまでも自分の歯で噛み、楽しく食べよう

感染症予防の推進

感染の発生時には地域へまん延する可能性があり、
市民の健康を守るための迅速かつ的確な対応が求
められます。また、市民一人ひとりの感染症予防
の取組により、地域全体の予防を進めていく必要
があります。

□ ３密を避けよう
□ 手洗いしよう
□ マスクをつけよう
□ 予防接種を受けよう

感染症を予防しよう

悪性新生物

20.8%

心疾患（高血

圧性を除く）

20.9%

脳血管疾患

10.6%糖尿病

1.2%

肺炎

9.4%

その他

37.2%

萩市の死因

市民の取り組み健康課題萩市の現状

妊娠・出産・子育て環境の充実を図るため
に、思春期から子育て期におけるさまざま
なニーズに対応する切れ目のない支援と、
地域の関係機関との連携強化が必要です。
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脳血管疾患による死亡が

死亡総数に占める割合 %

平均寿命

平均寿命

おやつやジュース（単糖類）より
血糖値を緩やかに上げるごはんや
パン（多糖類）を選ぶ

課題

課題

課題解決の方向性

課題解決の方向性

子育てに前向きな回答が年々減少し、子育て
が上手く出来ないと感じている保護者が増加
傾向にあります。

妊娠前からの子育て支援が必要

子育てに自信をもてない保護者が増加している

発達支援が必要な子どもが
増えてきている

タバコ対策の推進

□ 喫煙・受動喫煙の害を知り、防止に努めよう
□ 禁煙に関する個別支援を受けよう

喫煙・受動喫煙を防止しよう

喫煙は、がん、循環器疾患、COPD、糖尿病の主要
なリスク要因です。健康寿命の延伸のために、
「喫煙防止（未成年・妊産婦等）」「受動喫煙防
止」「禁煙支援」の３つを柱とした取組の推進が
必要です。

萩市のHbA1cの有所見者
は年々増えています。
また、山口県、全国と
比較しても有意に高く
なっています。

５人に１人は悪性新生物
（がん）で亡くなっています。

がんによる死亡割合が高い

糖尿病になるリスクが
高い人が多い

健康寿命

健康寿命

山口県健康増進課調査平成３０年度より

萩市の平均寿命と健康寿命
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山口県厚生課平成３０年保健統計年報より

令和元年度は１３．２％の妊
婦が何らかの問題をかかえて
います。

年度によって差があるものの、
概ね５％を超えて推移していま
す。この他にも、集団の場で発
達支援が必要と思われる子ども
が多くみられます。

萩市の健康寿命は県内でも低い水準
にあります。また、平均寿命と健康
寿命について、男性は１．３歳、女
性は２．４歳の差があります。

※健康寿命とは、日常生活が自立して
いる期間です

健康寿命延伸のための
取り組みが必要

脳血管疾患による
死亡割合が高い

萩市は、山口県や全国と比
較して脳血管疾患の割合が
高くなっています。

・健康寿命が県内でも低い水準にある
・脳血管疾患による死亡割合が高い
・介護認定（第２号被保険者※）を受ける
原因の６割が脳血管疾患となっている

・糖尿病になるリスクが高い人が多い
・がんによる死亡割合が高い
・働き世代（４０～５０歳代）の６～７
割が運動習慣がない

健康寿命延伸のために、働き世代の青壮
年期からの食事・運動習慣などの改善、
生活習慣病予防への取組や、特定健診や
がん検診等を受診しやすい環境整備が必
要です。

４ 重症化の遅延

□ 治療を中断せず、適切に医療を受けましょう
□ かかりつけ医を持ちましょう

○むやみに下味をつけない
○むやみに塩茹でしない
○旨味、酸味、辛味、香りを活かす
○たまには計量する
○減塩調味料を活用する

8５．５歳

基本目標

※第２号被保険者
40～64歳のまでの
医療保険加入者


